



一 第2学年 ｢6,7,8.9の段の九九づくり｣の指導を通 して-
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アレ一周に柿BJ)線を･7Jくなどして.70)
段q)九九をZの政と5の肘 こ釦 Jて考えた
-T･t't'は,次のような-ことを'=ITい始めたo
C 7の段は.3の段と1の段にもク川 ら
れるんL'T,ないかなあo
C 確かめて7たいから.アレ-矧をもう
1枚ください｡
C 2のJ･*と2の段と3の段でもできそう
だね｡
このJ-･･)にして.了･どいま.70)悦C)九
九を今までにji'･習した2,3.1,5の段
九九とのEXll系から見るようになり,｢7十
7-14.]4-卜7-2L･･･｣という
作りJJ以外のjJ'法でfIVj成することにDrlnJlを
示 し船めたO
③ 8,9の段の九九を2,3.4,5
6.7の殻の九九をm･川してflYJ戎する
甘 アレ-提lを川いて,8, ～)の政を榊
成する｡
8の段や9の段をmJ戎する附にt),了･ど
もはアレ一国をui'って意欲(F'･)に考え.例え
ば,臼の政を3の段と5の釦 こ/))りて仙戎
したりZの段とGの段に分けて榊成したり
していった｡そして. ｢8の段は4の政を
21d放って (4の段と4の段に/JJけて)I)
作れるよoJflどと苦いながら,今までに
'1.Lえた九九をu-って.新 しい九九を作り目
していくことを楽 し/I,でいるような梯子が
見られてきた｡
④ 既習の九九をfL.JlJして,9×7を考
える0
9の段の九九をml'Eした後で, ｢もし･
9×7だけを忘れてしまったらどうすれば
いいかなO｣と問いかけた.
すると,子どもたちは.以力で.次のよ
うな･様々なJJ'地を考え山してきたo
(考え 1) 9×6-54に9をたす｡
(考え2) 9×8-72から9号ひく｡
(考え3) 9×7の9を2と7,3と6
4と5に分けて他の段の九九を
使って考える｡
(考え4) 9×7の7を1と6.2と5
3と4に分けて考える｡
(考え5) アレー図の向きをかえて. 7
×9に直 して考える｡
捉 蔓
この時,子どもの考えの小に.9+9+
9+･･･という考えは.見られli:くなっ
ていた｡
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(LI)研究の成果と今後の離超
長期にわたる九九の学習の中で,少 し
ずっ興Il･が汚れてきたり,九九を'iえる
ことが両脚になってきたりしていた了ど
i)にとって, ｢今までに'i':胃してきた九
九を使って.新 しい殿の九九を作ってい
く｣という活動は.fn.勤自体が新郎であ
り.また.それまでには考えつかなかっ
た九九の新しい見方を蛙駿することがで
き,九九をT.'川するノ)をつけていく上で,
それなりの威光はあったと,nJ.うo
Lかし.木叩元の相中では,九九をmJn
する力をつけていっている子どもと,ただ
rl鮎に披乗数を/J〉研することだけを文 し/U
でいる子どt)を見/)けることができにくく
一人一人の子どもについて考えると.まだ
まだは坤JJtL-に故丑と二L･Xが必5A;･であると
感じられたo
そこで,や後も.九九をT,T;'川する力をっ
【ナるためには.どのような指蛸方法が有効
かというテーマで研究を枕けていきたいと
考えているO
(平成10年4月24日受理)
